













































よりも優位にある物語であると考えていたこと 証明する作品であるとされていたが、近年の研究によっ 百番歌合 は、 『源氏物語』や『狭衣物語』の作中歌を そのままの作中の和歌としてではなく、 『百番歌合』独自の解釈 加えた歌として捉えていることが指摘されている
注７
。 『百番歌合』撰者、藤原定家の意図は、


































































































趣深さにつられて藤壺の周りを窺い歩いていた時に弘徽殿が開いていたので、通りがかった女性に詠みかけて気を引こうとした歌である。こ 女性は後に朧月夜 君と呼ばれる右大臣の娘であった。朧月夜の君が、大江千里の「照りもせず曇りもは ぬ春の夜の朧月夜にしくものぞなき」という古歌を口ずさんでいたことを手掛かりにして、朧月という目の前の実景をもとに、おぼろげではない私達の縁があると、通りすがりの女性を口説いている。朧月夜の君の独り言 返しをして、自分もあなたと同じ気持ちで同じ月を見ていると、意思を表示 和歌となっている。大江千里歌が表現する春の幻想的な景の美しさを 居合わせた二人が共有し、心 重なることを表現しつつ、男女 恋 駆け引きとな 和歌になっている。　
4は、美しい女二宮を垣間見た狭衣が言い寄った和歌である。







して捉えると、 『源氏物語』の場面として「入 月」に死の意味は込められていない。 『源氏物語』中で描かれてい
3の「入る
















の応酬である。名を教えてほしい 言い募る源氏に対して、例えば私が死ん もあなたはもう私のことなど忘れてしまう、そんな程度の恋心なの しょうと切り返している。
6は、狭衣と恋仲に


































































































































































































































宮と戯れながら、 威が宿 ゆえに雨が漏れないとされ 柏木の神に訴える形で詠んだ）を合わせている。　
173の歌と
174の歌は、賀茂の神や、葉守の神に訴えかける形を











ると、誰にも理解されない、誰にも言えない思いを、神に対して訴えている詠者の構図が焦点化 れる。　「神」に関わる語が多く配される巻軸周辺だが、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの三つの群は「神」の持つ意味が異なる。恋部 配されたⅠ恋する人への恋情が中心の合せであり、 「 」に関わる語は神への訴えかけの意味に焦点が当てられていない。 部 配されたⅡ群は、別れの中で、理解されないつらさを神に訴えかける形をとっており、Ⅰ群と比較すると神の存在感が強ま 。雑部のⅢ群は「雑」部とされているように、合わせの主題 Ⅰ、Ⅱ群と比較
して曖昧である。しかし、先のⅠ、Ⅱ群と比較して「神」に関わる語が多用されている。主題が曖昧に暈された中、 「神」に関わる語が度々登場することで神の存在が強調される。Ⅲ群の合わせも神への訴えかけが主題であるとは言い切れないが、突如Ⅲ群で「神」を多用することで、Ⅰ群、Ⅱ群と段階を経て徐々に存在感を増している神に焦点があてられる。以上 ような歌集が全体で表現する流れは、各和歌、各歌合だけを取り出して見たのではわからない。物語の良さを讃える（ 『源氏物語』や『狭衣物語』の物語歌秀歌撰として 立場） 、歌合の妙を楽しむ（物語歌合集としての立場）だけではない、 『百番 』という撰集独自 読みが可能な ではないだろうか。　
ここで、三つの群の、他の歌合が各群としての特徴を備えてい












通点は別れによって、かつての女性や大切な血縁者 対 て、恋しさが増す点である。四十三番の歌合は 源氏が皇子の後見となるようにと、藤壺から避けられる源氏が 情念冷めやらず忍びこんだ逢瀬でも拒み通さ 、逢えない苦しみを訴える
85の歌と、斎
院として賀茂に向かう源氏の宮に対 立場 異な 、この別れが苦しいと訴える
86の歌を合わせている。左右歌は、手の届か























とい 古い時代や、神代の時代と った、古の世を思わせる詞が使用されている点で共通である。百番は、須磨か 帰京し 源氏が朱雀帝に対面した際に、再会したのであるから源氏を須磨に退去させたことは許してほしいと詠んだ朱雀帝
199の歌と、狭衣が
天稚御子に連れられて天上に行こうとし 時に、娘を与える天の羽衣は脱いで地上 留まってほ い 嵯峨帝が詠んだ
200の歌
を合わせている。左右歌は帝の地位 ある人物が、男主人公に嘆願している点で共通であり、 「宮柱」 「天の羽衣」と 古代的神話的な詞を使用している点 も共通であ 。
　
ここで、神に関わる語の使用についてまとめたい。Ⅰ群は恋を







で、傍線で示した「天の原」 「宮柱」 「天の羽衣」は神話、伝説的な、悠久の世を思わせる詞である。 「天の原」は『古事記』において高天原と呼ばれている天津神の住まう天上の国、 「宮柱『古事記』においてイザナギとイザナミが廻り会って子孫を残した天地創世の場 「天の羽衣」は衣を隠された天女が天に戻れなくなる の羽衣伝説の鍵 なる品であ 。いずれも、 『古事記』に見られ 神代の 界や、羽衣伝説という古 物語の世界を象徴する詞である。各歌が物語作中歌として持たされていた本来的な意味とは別に、古い時 観を、詞によっ 連想させている。 『源氏物語』や『狭衣物語』の世界や、 『百番歌合』 撰者が生きている時代を越えた、伝説的な古の時代の世界 含んでいる詠である。　
巻軸三首の傍線部の語は、共に神話や伝説の世界を思い起こさ
せる語であり、古代的な世界 和歌に取り込んでいる点で共通だといえ 。巻軸三首以前にも「しるしの杉」や「大宮人」等古代的な世界を思わせる語が点在しているが、 『百番歌合』の末尾に向かうほど、古代的な詞の頻度と、詞の持つ神話性が増してい
く。　
ここで、傍線で示した「神」に関わる語を抽出する。
　「賀茂の川浪」 「賀茂の瑞垣」 「伊勢」 「木綿襷」 「神」 「ただすの神」 「葵かざし」 「賀茂の瑞垣」 「葉守の神」 「八百万の神」
「八百万代の神」 「しるしの杉」 「神山」 「葵草」 「しめ」 「小塩の山」 「天の原」 「宮柱」 「天の羽衣」 。　
前半は「賀茂の川浪」といった『源氏物語』や『狭衣物語』場
面の舞台や、 ただすの神」といった名前にちなんだ表現、 「葵かざし」といった『源氏物語』や『狭衣物語』 過去の場面を描くといった、神に関わる語が多いが、後半になると「しるしの杉」や「宮柱」等の『源氏物語』や『狭衣物語』の 世界から逸脱した、古の物語を引く詞が増えている。　
巻軸は、巻頭に「月」がまとめて配されていたように同じ語が









『源氏物語』 『狭衣物語』の作中歌として持っている意味とは異なる意味が、この、歌群によって導き出されている。歌合として『源氏物語』と『狭衣物語』の作中歌を合わせることで、各作中歌を単体で読んだ時とは異なる視点で各歌を読むことができ 。『百番歌合』は、作中歌、歌合、歌群、撰集という入れ子構造で、物語歌の魅力、歌合の妙、歌集の魅力、撰者の美意識 いった複
数の視点が入り組み、それぞれが光彩を放つ作品である。　『源氏物語』と『狭衣物語』の和歌を借り、 『百番歌合』として撰者が表現したかったものとは何であったのだろうか。私見を述べたい。　巻頭に提示された死の発想、巻軸に向かう神への訴え、巻軸の

















田中新一、 「定家の形象行為─源氏物語について」 （ 『国語と国文学』昭和三十年六月）の中で定家と『源氏物語』の関係が論じられる中で、 『百番歌合』の『源氏物語』優位が前提とされている。
注
4	 『百番歌合』に採られた『源氏物語』と『狭衣物語』の詠は、比較的に各物語の中 も、源氏と藤壺の密通や、狭衣が天稚御子を降臨させる場面など、物語の進行に関わる印象的な場面での詠 多い。
注
5	
田中新一氏によると、 『百番歌合』は 『源氏物語』歌である左歌どうしの繋がりが密接で 先に『源氏物語』歌だけを百首撰した後に『狭衣物語』歌である右歌を配したのではないかとしているが、樋口芳麻呂、 「源氏狭衣百番歌合の配列について」 （ 『季刊文学・語学
	
五十七巻』 昭和四十五年九月）によって 右歌から左歌への連想も少なからずあることが指摘されてい 。
注
6	
米田明美氏は、 「 『後百番歌合』の詞書の記述と歌の配列─ほの見える『伊勢物語』の世界─」において、本来『伊勢物語』 「月やあ ぬ春や昔の春ならぬわが身ひとつはもとの身にして」以外にも『古今和歌集』の「五月待つ花橘の香をかげば昔 人の袖の香ぞする」も
引いている『源氏物語』の詠が、 『後百番歌合』の詞書では、 『伊勢物語』の「月やあらぬ春や昔の…」の場面方が強調されるように『古今和歌集』を連想させる言葉を詞書から省略しているとし、物語場面として、 「五 待つ…」場を排除することで、 「月やあらぬ春や昔の…」 いう場を左右歌が共有していることに より焦点があてられる作為が認められるとす 。
注
7	
東野泰子「源氏狭衣歌合」の番 その形成 （ 『百舌鳥国文九巻』 ） 、一九八九年十月で、 『源氏狭衣百番 合』の詞書が正確な物語場面の説明よりも『源氏狭衣百番歌合』中の流れを重要視 た改変が行われていることが指摘されている。
注
8　
森晴彦『新勅撰和歌集巻頭巻軸歌の研究』 、 （おうふう） 、二〇〇八年九月
注
注　『百番歌合』本文は小町谷照彦、後藤祥子訳注、 『新編日本古典文学全集
　
狭衣物語①』の巻末付録から引用した。
	
（ながぬま
　
ともな
　
二〇一四年修士課程修了）

